The Child Labour Supply from North-Eastern Thailand : A Case Study in Khukhan District, Srisaket Province (2) by 石井, 一也
Title東北タイにおける児童労働供給(2)―シーサケート県クカン郡での現地調査を中心として―
Author(s)石井, 一也






























R.モ ー ル の 社 会 概 念(2)・ … ・… … … … ・… … ・… 長 屋
経 済 発 展 戦 略 と 税 制 改 革 ・… … … ・… … ・・… … … … 森
日 本 と 韓 国 の 投 機 的 土 地 保 有 と
土 地 不U用 言ナ画(1)・ ・・・・・・・… 一・・・・・・・・・・… 一・… 一・・鄭
ス ウ ェ ー デ ン に お け る 産 業 別 賃 金 交 渉 体 制 の
形 成 と 女 性 賃 金 問 題 … … … … … ・・… … … … … ・・北
東 北 タ イ に お け る 児 童 労 働 供 給(2)… … … … … 石 井







:東郡 文 學 経 済 學 會
経済論叢(京 都大学)第150巻筆1号.1997年7月
東北 タイにお ける児童労働供給(2)
一 シーサケー ト県 タカン郡での現地調査を中心として一
石 井 一 也
IV職 業別経済状況の分析
こ とで は,比 較 可能 な全 デー タを主要家計支 持者 の職 業 によって,0農 民
(184人),②官僚 ・教 師(5人),③ その他(5人)に 分 けて,そ の経 済状態 を
表8に おいて見 ることにしよう。 ちなみ に 「その他」の5人 は,タ カ ン郡 内で
の行商1人,美 容師1人,他 地方で の建設労働者3人 で構成されている。
何 よ りもまず,②,③ がそれぞれ0の20倍,5倍 の 「純主収入」を受け取 っ
ている事実 に注 目せねばな らない。 これ らの収 入の格差は,必 然的に 日々の生
活水準 の格差 となって現 われ,② は0の4倍 強の生活費を支出 している。① の
場合 「粗農業収入」(生産費 を含む)が,「 生産費」 と 「生活費」 の合計 にはる
か及 ばないの に対 して,② の場合逆 に 「生産費」 と 「生活費」の合計 が 「農外
収 入」(二給与所得)に 届 かない。 このた め,② は生活 にかな りの余裕が ある
のに対 して,0は 借 金 によって生活費 を補 い,こ れ を返済す るために児童 ・成
人を問わず 出稼 ぎに出 るのである。
「生活費」 の頃 日の 中には,耐 久消費財への支出 は含 まれて.いないので,耐
久消 費財 の所有の有無 を考慮 した とき,生 活水準の格差はさ らに拡大す ること.
にな る。② と0に 絞 って例 え ばオー トバ イを見 る と,② が各 軒 に1台 半ずつ
持 っているのに対 して,0は5軒 に1台 の割合であ る(① は 自転車の所有 にお
いて② を上 回ってい る)。テ レビの普及率は,② が100%に達 しているのに対 し





















生 産 費 〔バ ーツ)
生 活 費(バ ーツ)
A-b収入.合計(バ ーツ)
粗 農 業 収 入 〔バーツ}
農外 収入合計 〔バーツ)
給 与 所 得 〔バーツ}
競出稼ぎその他収入い一の





































借 金 額 合 計 〔バー ツ)











土 地 保 有 規 模(ラ イ)





























オ ー ト バ イ(台)
自 転 車(台)





















ラ ジ オ ・カ セ ッ ト(台}
ス テ レ オ(台)
ガ ス/電 気 こ ん ろ(台)
電 子 炊 飯 機(台)
電 子 魔 法 瓶(台)
扇 風 機(台)











































蔵庫,ビ デオ,ス テ レオ,ガ ス/電 気 こんろ,電 子炊飯器,電 子魔法瓶,扇 風
機,ア イロン,ミ シ ンなどにおいて観察される。、
た とえば,看 護士,歯 科医 を父母 に持つ ケ ウ(仮 名,女 子)の 家計は,調 査
対象 家計 の平均的生活水準か らはは るかにか け離れ た贅沢 を楽 しんでいる。父
母の年 間収入 は合計30.6万バー ツで,一・.'年の生活費 は家族旅行に使 う2万 バー
ツを含めて92960バーツ を計..ヒしてい る。過去3年 間の大 きな買 い物 として,
自家用車(31万バー ツ),近代的家屋(50万バー ツ),土地(10万バー ツ〉 など
が ある。当然の ことなが ら,莫 大 な借金(合 計90万バー ツ)を 抱 えてお り,毎
・.年20万バー ツずつ返 済 してゆ く計画 になってい る。家の中には質問事項 に用意
した全ての家電製品が揃 って お り,さ らに洗濯機 とエ アコン,車 庫が欲 しいと
考 えてい る。両親が小学校 の教員 を勤め る トー イ(仮 名,男 子)の 家計 は,こ
れ よ りやや控 えめだが,調 査対象家計の平均的生活水準 か ら突出 しているとい
う点では同様で ある。 これ らがいずれ も子供に高い教育を期待 してい ることは
言 うまで もない。.
借金 につ いては,一 般 に0も ② もともに収入を上 回る借金 を抱 えてい るが,.
両 者が根本 的に異 なるの は次の点であ る。すなわち,0が 自然条件 に左右 され
やす い不安定 な所得構造の中で,主 として 日々の生産.活動 ・生活の維持 に必要
な資金 の調達 を目的 と してい るのに対 して,.②は比較 的安定的 な所得構造の中
で,奢 侈財の購入を 目的 としている とい う点で ある。 ちなみ に,農 家 について
は借 金 が年 間の 「粗 総収 入」.(生産 費 を含む)を 上 回 るケースが54件(0の
29.3鋤あ り,い わゆる 「借金 のたらい回 し」 は農民の 間で慢性 的に行わ れて
い る と見て よい。
我々 は以上の事実か ら,職 業 間の歴然 と した経済的 ・社会的格差 に気付か ざ
るをえない.(先に見 たよ うな農民 間の所得格差 は極 めてわず かで ある とさえ言
え る)。農民 の消費意欲 をか きたてる ものがあ る とすれば,そ れは ここで見た
ような官僚 ・教 師層 の消 費活動で あ り,そ の意味で彼 らは消 費 ピラミッドの頂
点に立つ。また無作為抽 出の際 には対象か ら漏れたが,群 中心部で商店 を構え
94(94}.第160巻 第1号
る華僑 もまた彼らと同様の立場に立つ。
.今村仁司は,シ ーサケー トに隣接するウボンラーチ ャタニーなどタイ地方都.
市の 「消費都市への変身」を挙げて,「消費欲望は他人との格差を顕示するが,
この格差をつける欲望が都市に起きてくるならば,早晩,近 隣の農村にもぞう
した格差をつける欲望が浸透 してゆ くだろ う」 と述べた(今 村,1993,169
ページ)。我々の文脈でいえば,社 会的ヒエラルキーのほぼ頂点に立つ官僚 ・.









V商 品 ・貨幣経済の浸透 と児童労働供給の長期的趨勢
たしかに,農民間の貧富の差はあるものの,農民は他の職業の者と比べたと
き,その全てが圧倒的に 「貧 しい」。だが問題は,単 に職業間の所得の格差だ
けにではなく,農村社会の外部からさまざまな消費財が持ち込まれる中で,生
活水準の格差が可視的なかたちで生成することにある。 したがって最後に,商
品 ・貨幣経済が浸透 してゆ く過程の中で児童労働供給の長期的趨勢を考える必
要がある。
図2は,郡 の中心部(郡 役所を中心 とする半径lkm以 内)に 位置する200























かな り大 ざっぱ な言い方だが,1960年代 の タカ ン郡 は,「ハ』ギ ン」(自然の
動植物 を 「探 して食べ る」 こと)が 今 日に比べてよ り大 きな比重 を占め る自給
.自足 的 色 彩 の 濃 い 経 済 で あ っ た だ ろ う。 チ ャテ ィッ ブ ・ナー ト.スパー
(ChatthipNartsupha>が説明す る 「資本 主義制 度に移行す る まで」 の東北 タ
96(96).第160巻 第1尋'
イの労働分業 の様子 は,タ カン郡 におけ る当時 の農民の生活 にも多 くの点で当
ては まると見 てよい。 「村の 中で見 られ る分業 は,熟 練や訓練 よ りも,… …普
通は,性 や年齢 による もので,男 が魚や 肉を探 し,家 を建て,柱 を作 り,家 具
を作 り,鋸 をか け,籠 を編み,紐 をない,彫 りもの をす る。女は,糸 を染め布
を織 り,編 み物 をし,水 を汲み,米 搗,野 菜摘み,そ しておかずを作る。田圃
の仕事 は,男 も女 もす るが,男 が黎 とま ぐわ をか け,女 が苗を とって田植 えを
す る,子 供 は水牛の世話を し水 を汲む,そ うい う分担 にな るだろう」(Chatthip,
1984,p.17=邦訳,29-30ペー ジ)。水牛の世話や水汲みに加 えて,蛙,蟹,蛇,
トカゲ等 々を捕 まえることも,一 定 の年齢 に達 した児童の役割であ った と言わ
れ ている。 この頃,雑 貨商や食堂 を営 む店が郡役所付近 にわずかに存在 した も
のの,東 西,南 北 それぞれ 約35km9).広大 な タカ ンの大 地 に住 む人 々の生活
においては,貨 幣経 済の浸透 は相対的 にはるか に限定的であ り,家 計 間の経済
水準 ・生活水準の格差を今 日のよ うな形で 目にす ることはおそ らくなかった。
都会へ の出稼 ぎ者が次 第に増 え始 めるの は1960年代だが,こ れに児童が確実
に加わ るのは,農 村家計 が本格 的に貨幣経済 に抱摂 されてゆ く70年代 以降で あ
る。1996年3月の補 足調査時 に農業 ・農協銀行 タカン支店の入 り口を通った16
歳か ら74歳までの農民308人(男性235人,女性73人)に ついて,出 生時期,他
地方への出稼 ぎ経験 の有無,お よび初めて出稼 ぎに出た年齢 を出稼 ぎ宥経験者
に対 してのみ調べた ところ表9の よ うになった。 これを見る と,1920年代か ら
50年代 まで に出生 した者 につ いて は出稼 ぎ無経験者の割合が有経験者 のそれ を
上 回ってい るのに対 して,60年代以降 に出生 した者については両 者が逆転 して
い ることがわか る。有経験者 について初めて出稼 ぎに出た時期 とその時 の年齢
を調べ ると,15歳以上で初 めて出稼 ぎを経験 した者は60年代 以降に増 え始 める
のに対 して,15歳未 満で初 めて経験 した者は70年代以降に増 え始 める。 ここで
は特 に,後 者が70年代 に集 中 してい ることに注意 してお きたい。
70年代 に入 って出稼 ぎを本格化 させた要因 として第一に考 えられるのは,や.
は り 「緑 の革命」で ある。 もっと もタカン郡において は 「コー コー(K,Kh)」
「表9農 民の出生時期と,他地方へ初めて出稼ぎに出た時期(年 齢別〉













































































































































*下段は,出 稼 ぎ有経験者のみ対象g有 経験者ユ46人の初出稼ぎ地域 内訳 は,
(2%),その他5人(3%)で ある。






















と呼ばれ る高収量 品種や灌漑設備 の普及 は一部 にとどま った。 しか し,71年に
開設された農業 ・農協銀行 の タカ ン郡支店 によって化学肥料,農 薬 の普及が積
極的 に進め られ,こ れを必 要 とす る農民 は以後多額の借金 を背 負 うことになる。
筆者は,こ の出来事 こそが,商 品経済浸透の過程 で農民 を本格 的に貨幣経済 に
取 り込んだ最初 の瞬間だ った と考 える。 この時期 以降現金収 入な しで は生産活
動が成立 しな くな った各農家 は,そ れ まで少 なか らず保 っていた 自給 自足性 を
完全 に喪失 し,1児童 ・成 人を問わず都会で稼 ぐ必 要性 に迫 られ たので ある。.
第二 に,す でに60年代 にその兆 しを見せていたが,70年代 に入 る と耐久消費
財 を中心 とす る様 々な商 品が,次 に述べ る交通網 の整備 と相 ま って加速的 に浸
透 してゆ く。既 に電気製 品一号店 は65年に,ま た 自転 車一号店 は66年に開店 し
ていたが,こ れ らに加 えてカメラ一号店が72年に,靴 ・鞄一号店が75年に,薬
一号店が76年にそれぞれ開店 してい る。細 々と した雑 貨か ら耐 久消 費財 にいた
る様 々な消費物 資が,こ の鎮まず郡 中心部 に住む華僑,官 僚 ・教 師層 を中心 に
広 ま り,次 第に各 タンポ ン(郡 と村落 の中間 レベ ルにある行政 区),..各村落へ
と浸透 してい った ことだろ う。 ちなみ に,79年のバ ンコク銀行 タカン支店 開設
は,タ カン郡が商業 中心 地 として成長す る可能性 を同銀行 が この時期既 に見越
していた もの と考え ることがで きる し,ま た84年の タイ生命 タカン支店 開設 は,
人 間の生命や健 康を金銭 で評価す る思考様式が この時点 までに この地域 に入 り
込 んでいた ことを示 している。
第三 に,交 通手段 の改 善が挙 げ られ る。1972年には,タ カン郡 を経 由す る.バ
ンコクへの長距離バスが開通 した。 トラックの荷 台 に3-4時 間揺 られ て一旦.
シーサ ケー ト市(タ カンか ら約50km)に 出,そ こか らバ ンコクまで列車 に半
日以上腰掛 けて行 くとい うそれ以前 の難儀 さを考 えると,タ カンとバ ンコ クを
およそ9時 間で直結 す るこの長距離 バスの開通 は,出 稼 ぎに出る児童 の移動 コ
ス.トを大幅 に軽減 したはずである。他方,郡 中心部 と各 タンポンを結ぶ乗合 ト
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る。 しか し,既に小学5年 課程への進級率が100%に達 している90年代に,中





しい。だが,1980年に ラジオに流れた国立青年委員会の委 員長 の発言 に次 のも
のがあ った。 「……児 童労働 は経済 に とって必 要で あるか ら,国 家はその使用
を促 進 しなけれ ばな りませ ん。……成人が一 日45バー ツ得ているのに対 して,
児童 が22から25バー ツ しか受 け取 っていないのは本当です。 しか し,児 童労働
の使用 にあま り厳 しく反対す ることはで きない。なぜな ら,も しそ うした ら生
産性 の低 下 を招 き,多 くの事業体 が痛手 を受 けるか らです」(Benerjee,1980,
p.31)。この ことは,こ の時期 タイ経済(と りわ け都市 経済)に とって児童労
働 が必 要で あ った とい うこ とを,児 童福祉に携わる国の組織 が認 めたことを意
味 してい る。他方,児 童労働問題 に対処 しようとす る政府の組織 として,1979
年 に 労働 局(DepartmentofLabour)内に婦 人 ・児 童 労働 課(Womenand
ChildLabourDivision)ヵ穀 立され,ま た非政府系 の組織 として,1981年,82
年 に,そ れ ぞれ児 童 の権利擁 護 セ ンター(CenterfoxtheProtectionofChil-
dren'sRights)や児 童 の発 展 のため の財 団(FoundationforChildren'sDeve-
lopment)が設立 され てい る。後者 の経 緯 は,タ イに この頃同時 に児童労働 を
自らの社会 の深刻 な問題 として受 け止め,こ れを これ以上放 置で きないという
認識が芽生 えた ことを意味す る。』この ような一連の動 きを見 る とき,80年前後
は タカン郡 の ような農村社会か ら児童が労働力 として盛 んに供給 された時期で
.あ ると考 えるのが 自然で あ り,向 郡か らの児童労働 供給 に転換点 があった とす
れば,そ れ はおそ らくはこの時期以降であろ うと想像される。
ここであ らためて,都 市 ・農村双方 にお ける.児童労動..般を 「近代」以前か
ら伝わ る児童労働 を含 む意味で 「広義 の児童 労働 」,都.市におけ る児童労働 を
近代特 有の 「狭義 の児童労働」 とす るならば,ク 方ン郡における上述 の事実 は
次 の ように抽象化す る ことがで きるだ ろう%つ ま り,「広義 の児童労働」 は進
学率 の上昇 を受 けて長期的 に単調減 少を示すのに対 して,「狭義の児童労働」
は近代化 の初段 階(1970年代)に 増大 し,お そ ら くは中間段 階(80年代)の ど















こかで転換点 を迎 え,よ り進 んだ段 階(90年代)で 減少 してゆ く現象で はない
か とい うことで ある(図4)。
.お わ り に
筆者 が試 みたのは東北 タイの一県一部におけ る現地調査だが,地 勢的,社 会
文.化的に近似 した場所が,国 内の他の地域 に多数存在す るはずであ る。我々は,
一地域 の事情 を もって一般論 を展開す ることには常 に慎重で なければ ならない
が,.本稿 を閉 じるにあた って,タ イ国の.児童労働供給 に関 して あ くまで試論的
に以下のよ うに述べ ることは許 され るだろ う。
1990年代 に入る とタイは,『第7次 国家経済社会 開発計画.(1992-96年)}'に
おいて,「人的資源の開発」 を進 めることによ り 「よ り持続的な発展 を もた ら」
(NESDB,1992,p.4)し,「タイが.首尾 よ く世界 の最前列 に登場す る(Thailand
willsuccessfullyemergetotheinternationalfront)」(ibid.,p.17)ことを 目指
す ようになる。労働局が国際労働 機関の協 力の もとに行 ってい る 「国際児童労
働 撲滅 プ ログ ラム」(lnternationalProgrammeforEliminationofChildlabour.
orIPEC)や;先に触れ た教育省 の 「教 育機 会拡張」 政策な どは,そ うした人
的資源 開発政 策の一環であ る。 これ らの政策に よる進学率 の上昇が全国的に顕
102(102>第160巻 筆1号













の姿が見えてくる。現代 タイの経済発展を 「5番目のNIES」などと形容 して
もてはやすことが流行る中で,我 々は,む し.うその社会に住む人々が激 しい葛
藤を潜り抜けてゆ く様子を見,そ のことによって経済発展その ものの意味内容
を問い直 したいものである。
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